26.食道癌のリンパ節転移に関する研究(III) : 食道癌のリンパ流の動態と油性ブレオマイミン療法の基礎的研究(第562回千葉医学会例会・第12回佐藤外科例会) by 奥山,和明
56 第 562回千葉医学会例会・第 12回佐藤外科例会
道血流は30%以上の減少。 Pitressin 10u/100ml，60 
Drop/minで下部食道 3%，胃噴門部4%の減少。牌動
静脈結柴 2，..-7%，左胃動静脈結君主 2，..-11%，食道粘膜
遮断22"""33%の減少であり，食道 balloonによる圧迫，
食道粘膜離断術の効果が強く認められた。 
23. 肝性昏睡に対する directhemoperfusionの研 
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田畑陽一郎(千大) 
Dimethy lni trosamin投与犬に， albumin coating 
acti vatec1charcoalによる directhenioperfusionを施
行し， その前後で， 血液一般，肝機能検査， S-NH3， 
Cyclic AMP. Lactate，Pyruvate，血清アミノ酸等を検
討した。臨床例では，昭和50年 9月以降，昭和51年11月
までに，肝性昏睡10例に対し，計45回の directhemo-
perfusionを施行し， 7例に覚醒を見， 3例救命せし得
た。音IJ検組織所見は，覚醒の全く認められ得ない例で， 
massive necrosis，一時覚醒の認められた例では， sub-
massi ve ne'crosisで，肝再生像が存在していた。 
24. 	 小児食道内圧測定法の基礎的検討(第 III報)
飯野正敏(千大)
注入式オープンチップ法による食道内圧測定法乞食
道モデル(摘出犬食道)及び食道外痩造設犬を用いて至
適測定法を検討した。結論として，①カテーテノレ内径は 
1.2ミリ以上， ②側孔は内径以上， ③低い圧の測定には
少量の注入量で測定が可能だが，高い圧の測定には更に
多くの注入量が必要である。④得られた測定圧が，その
部の圧と規定するには，更に多くの注入量を用いても圧
の変動がなければ，その部の圧と規定出来る。 
25. 	 エンドトキシン・ショックの病態(第 2報)

-特に液性因子の変動を中心として一

小林弘忠(千大)
雑種成犬 9頭を用い，液性因子の変動を中心に，主要
臓器血流量， Excess Lactate (XL) ，動脈血ガス分析等
を指標に加へ，エンドトキシン静注によるショックの病
態を検討した。レニン活性の上昇， カテコーノレアミンの
大量放出にもかかわらず，不可逆性ショックへと移行し
た。初期よりの細胞・組織障害が主因と考えられ，著し
い臓器血流量の低下， A-aD02の増大， XL. metabolic 
acidosisの進行，および組織学的変化が認められた。 
26. 	 食道癌のリンパ節転移に関する研究 (III)
一食道癌のリンパ流の動態と油性ブレオマイミ
ン療法の基礎的研究
奥山和明(千大)
雑種成犬に開胸下で外膜側より粘膜下組織に墨汁を注
入し， リンパ節内取り込み分布を検索したところ，遠隔
のリンパ節にも墨汁取り込みがあり，臨床例をも考えあ
わせると食道癌のリンパ節転移に効果のある制癌剤が望
まれるところである。そこで oilBLMに着目し基礎実
験を行なった。 oilBLMは regularBLMにくらべ血
中濃度も長時間持続し，かっリンパ節内濃度も高濃度で
あることから現在臨床例にも使用している。 
27. 	 新生児消化管穿孔の治療一第 III報一
永井米次郎(千大)
教室にて経験せる本症27例の臨床的及び剖検例の病理
組織学的検索を行い， その病態と治療について検討し
た。死亡例は腹部膨満開始より 12時間以上経過したもの
に多く，来院時強い acidosisを示し， 血液培養の陽性
率は極めて高い，剖検例の組織像は強い循環障害像を示
すが特異的所見は少い。最近本症により敗血症ショック
に陥った 1例に交換輸血を試みたところ Endotoxinの
稀釈，凝固機能の改善に著明な効果を認めた。 
28. 	 われわれの行なっている PTCD-第二報一
古川隆男(千大)
昭和47年 1月より現在まで教室で行なった PTCD23 
症例について検討した。 PTCDでは胆管閉塞部位が末
端に近いものほど最も適応となることを示し，術前 
PTCD症例では総ピリノレピン値の変動状況からみてそ
の曲線が水平状に近くなる10日-14日の間が手術時期と
して適当であることを示した。 ドレナージチューブのト
ラブルに対しては新たに改良を加えた，優れた材質のテ
フロンチューブを使用して症例を重ねていく方針であ
る。 
29. 	 陣頭部領域癌の手術所見と X線所見の比較検討
渡辺義二(千大)
牒頭部領域癌に対して低張性十二指腸造影法，胆道造
影法及び動脈造影法等の検査を施行し，その各種検査所
見と手術所見を比較検討するに，十二指腸造影所見では
癌腫の十二指腸への浸、潤状態が種々の所見として認めら
